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岩倉市長

昨
年
五
月
に
経
営
破
綻
し
た
日
本
加

工
製
紙
（
株
）
（
以
下
「
Ｎ
Ｋ
」
）
の
跡

地
に
新
日
本
加
工
紙
（
株
）
が
進
出
を

計
画
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ま
に
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
流
れ
、
ま
た
街
宣
活
動
が
激
し
く
行

わ
れ
る
な
ど
、
大
変
困
惑
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
般
・

産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
リ
サ
イ
ク
ル

会
社
が
進
出
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

環
境
（
公
害
）
問
題
で
不
安
が
あ
り
、

ま
た
都
市
美
観
上
か
ら
も
賛
成
し
か
ね

る
と
い
っ
た
反
対
の
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
し
、
地
元
懇
談
会
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。

一
方
進
出
賛
成
の
立
場
か
ら
、
将
来

の
高
萩
市
を
考
え
た
場
合
ぜ
ひ
誘
致
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
、
多
数
寄

は
じ
め
に

＃

＃
；

緬
銅
癖
緬
率
昌
“
電
．
》

ー

新
日
本
加
工
紙
が
営
む
事
業
．
取
り

扱
う
廃
棄
物
の
数
量
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
排
出
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
別
表
の

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
市
は
新
日

本
加
工
紙
の
経
営
陣
と
接
し
、
ま
た
最

新
の
工
場
設
備
を
視
察
す
る
中
で
、
こ

の
会
社
が
信
頼
で
き
る
会
社
で
あ
る
と

い
う
印
象
を
受
け
評
価
し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
、
Ｎ

Ｋ
の
跡
地
に
進
出
し
て
別
表
に
示
す
よ

う
な
事
業
を
始
め
た
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
以
下
に
述
べ
る
観
点
か
ら
、
市

は
ぜ
ひ
誘
致
し
た
い
と
強
く
希
望
し
て

い
ま
す
。

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
寸

信
頼
で
き
る
会
社
と
判
断

再
生
紙
生
産
は
継
続

昨年5月29日、突然の経営破綻により

工場内から火が消えた'三|本加工製紙株式

会社（安良川)。長く市のシンボル的企

業として操業していただけに、より寂し

さが漂います。広大な敷地が残されてお

り、早期の利活用が望まれています。

新
日
本
加
工
紙
が
な
ぜ
Ｎ
Ｋ
の
跡
地

に
進
出
し
て
、
古
紙
か
ら
の
再
生
紙
を

製
造
す
る
事
業
を
始
め
た
い
の
か
と
い

う
の
は
、

①
古
紙
を
有
料
で
引
き
取
り
、
こ
れ
を

原
料
に
す
る
。

②
廃
油
な
ど
も
有
料
で
引
き
取
り
、
そ

れ
を
自
社
で
精
製
し
て
こ
れ
を
燃
料

に
す
る
。

③
廃
棄
物
を
炭
化
し
て
資
源
化
を
図
り

燃
料
と
す
る

な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開
す
る

中
で
再
資
源
化
を
図
り
、
原
価
の
低
い

安
い
紙
が
で
き
る
た
め
市
場
で
も
十
分

に
競
争
で
き
る
と
判
断
し
て
進
出
を
希

望
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

と
お
り
で
す
。

『
古
紙
か
ら
再
生
紙
を
生
産
す
る
製

紙
事
業
（
Ｎ
Ｋ
か
ら
継
承
す
る
事
業
で

月
産
六
、
五
○
○
ト
ン
を
予
定
）
は
四

～
五
年
で
や
め
て
、
廃
棄
物
の
処
理
だ

け
を
や
る
の
で
は
な
い
で
す
か
』
と
市

民
の
方
か
ら
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
破
産
手
続
き
上

Ｎ
Ｋ
か
ら
継
承
す
る
と
い
う
こ
と
で
花

貫
川
か
ら
の
水
利
権
（
日
量
七
万
二
○

○
○
ト
ン
）
が
茨
城
県
か
ら
付
与
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
し
仮
に
こ
の
製
紙
事
業

を
や
め
る
と
な
る
と
、
こ
の
水
利
権
は

は
く
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
水

を
使
う
廃
棄
物
処
理
事
業
を
操
業
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
の
判
断

ー

高
萩
市
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
二
○
○
人
規
模
の
雇
用
の
創
出

②
市
内
の
ご
み
処
理
の
受
け
入
れ

③
税
収
面
で
の
寄
与

④
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

⑤
Ｎ
Ｋ
跡
地
の
保
全

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
①
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

不
景
気
の
さ
中
、
こ
の
会
社
で
の
操
業

の
再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
る
方
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
②
ご
み
処
理
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
赤
浜
地
区
で
稼
働
し
て
い
た
焼

却
場
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措

置
法
（
平
成
二
年
成
立
）
に
よ
っ
て
排

出
基
準
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昨

年
一
二
月
か
ら
は
使
用
で
き
な
く
な
り
、

一
般
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

は
日
立
市
に
（
二
四
、
九
九
○
円
／
ト
ン

当
た
り
）
、
事
業
系
ご
み
は
民
間
業
者
に

（
三
五
、
○
○
○
円
／
ト
ン
当
た
り
）
委
託

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
日
立
市
の
市
民
感
情
と
し
て
は
、
い

，
／
、
ノ
ｋ
Ｊ
ｆ
ｊ
ｆ
Ｊ
ｋ
、
ｆ
、
〆
、
ｒ
１

つ
ま
で
↑
な
ぜ
他
市
の
ご
み
を
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
っ
た

意
見
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
市

内
か
ら
出
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
市
自

ら
処
理
す
る
と
い
う
原
則
に
立
て
ば
高

萩
市
内
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
現
在
高
萩
市
に
は
そ
の

施
設
が
な
い
わ
け
で
す
。
こ
う
な
る
こ

と
は
『
今
に
分
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

で
し
ょ
う
？
行
政
の
怠
慢
で
あ
る
』
、
と

い
わ
れ
て
も
い
た
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。

市
の
メ
リ
ッ
ト

2



今
、
高
萩
市
に
焼
却
場
が
造
れ
る
の

か
と
い
う
と
、
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

日
臺
一
○
○
ト
ン
が
必
要

仮
に
焼
却
場
を
造
る
場
所
が
決
ま
っ

て
も
、
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
た
め

に
は
、
日
呈
一
○
○
ト
ン
の
炉
（
予
備

と
併
せ
て
計
二
基
）
で
二
四
時
間
連
続

し
て
燃
焼
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
市
内
の
ゴ
ミ
は
日
量
二
○
～
三
○

ト
ン
で
す
の
で
、
当
然
近
隣
市
町
村
と

共
同
で
造
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
立
市
（
新
設
の
炉
所
有
）
、

十
王
町
（
日
立
市
と
合
併
）
、
北
茨
城

市
（
既
存
の
炉
所
有
）
、
里
美
村
（
新

設
炉
所
有
の
常
陸
太
田
市
と
合
併
予
定
）

と
い
う
状
況
で
ご
み
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。

独
自
建
設
に
は
重
い
負
担

国
か
ら
の
補
助
金
無
し
に
市
独
自
で

約
三
○
ト
ン
の
炉
二
基
を
造
る
と
な
る

と
約
三
○
億
円
か
か
り
ま
す
。

市
の
財
政
に
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、

合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
（
日
立

市
・
北
茨
城
市
）
の
自
治
体
が
持
つ
焼

却
炉
に
よ
り
ご
み
の
処
理
を
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で

す
が
、
こ
れ
も
諸
般
の
事
情
か
ら
難
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

進
出
企
業
内
で
処
理

Ｎ
Ｋ
を
引
き
継
ぐ
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル

会
社
が
、
公
害
の
な
い
事
業
を
始
め
る

な
か
で
市
内
の
ご
み
を
引
き
受
け
て
く

れ
る
な
ら
ば
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て
、

ご
み
処
理
問
題
が

解
決
し
ま
ず
Ｊ

今
後
悩
ま
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す

Ｎ
Ｋ
の
工
場
が
閉
鎖
し
た
今
、
環
境

が
良
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
よ
り
に
よ

っ
て
な
ぜ
産
廃
業
者
な
の
か
と
い
う
市

民
の
み
な
さ
ん
の
声
も
も
っ
と
も
な
こ

と
で
す
。
特
に
工
場
に
近
い
住
民
の
方
々

に
と
っ
て
、
こ
ん
な
迷
惑
施
設
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
と
反
対
さ
れ
る
気
持
ち

は
十
分
に
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
住
民

エ
ゴ
だ
、
自
分
勝
手
だ
と
批
判
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
の
将
来
に
わ
た
る
問
題

と
し
て
、
冷
静
に
こ
の
会
社
の
進
出
に

つ
い
て
検
討
し
た
と
き
、
茨
城
県
知
事

の
許
可
（
公
害
を
出
さ
な
い
）
を
受
け
、

Ｎ
Ｋ
時
代
の
よ
う
な
に
お
い
も
出
さ
な

い
、
煙
も
ず
っ
と
少
な
く
、
ち
り
も
ほ

こ
り
も
ず
っ
と
押
さ
え
る
こ
と
の
で
き

る
会
社
が
操
業
を
再
開
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
誘
致
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。監
視
体
制
を
整
備

仮
に
新
日
本
加
工
紙
が
進
出
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
市
と
の
間
に
環
境
保
全

協
定
や
公
害
防
止
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
加
え
て
地
元
住
民
、

学
識
経
験
者
、
高
萩
市
お
よ
び
企
業
で
、

（
仮
称
）
新
日
本
加
工
紙
環
境
保
全
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
住
民
が
い
つ
で
も

立
ち
入
り
調
査
な
ど
が
で
き
る
機
関
と

し
、
監
視
体
制
を
整
え
て
行
か
な
け
れ

環
境
対

考
え
ま
策
を
第
一

ず

に

ー

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
当
然
な
こ
と

で
す
。九

月
定
例
市
議
会
最
終
日
（
九
月
一

九
日
）
に
、
市
は
住
民
投
票
条
例
案
を

提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
案
は
賛
成

多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
、
三
か
月
以

内
に
一
八
歳
以
上
の
市
民
の
方
に
企
業

進
出
の
賛
否
を
問
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
が
な
ぜ
住
民
投
票
条
例
を
提
案
し

た
か
と
い
え
ば
、
同
日
、
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
『
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
』
が
廃
止

さ
れ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
是
非
を
協

議
・
相
談
で
き
る
議
会
の
機
関
が
な
く

住
民
投
票
条
例
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
必

会社概要

新日本加工紙株式会社

神奈川県相模原市橋本台1丁目8番21

（誘致決定後は高萩市へ本社を移す予定です）

l紙パルプおよびその副産物の製造､加工ならびに販売

2製版印刷、加工ならびに販売

3環境計量証明事業

4．各種廃棄物の再利用化、再資源化業務

5．各種廃棄物の陸､海上の収穫､運搬､処理､処分業務

6．活性炭、有機肥料の製造、販売

６ｌ５ｌ４ｌ３ｌ２ｌｌ

会社名

本社

ｌ
７ 7

目 的

前各号に付帯関連する事業前各号に付帯関連する事業．前各号に付帯関連する事業

5， 〔)00万円

三友プラントサービス株式会｜

代表取締役小松和史ほか

資本金

株

役

100外一
土
盲
目 な

っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
代
表
民
主

制
と
い
う
大
原
則
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
住
民
投
票
の
よ
う
な
直
接
的
な

住
民
自
治
制
度
を
採
り
入
れ
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
通
常
首
長
ま
た
は
議
会
が

決
定
す
べ
き
行
為
で
あ
っ
て
も
広
く
住

民
の
意
見
を
聴
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
、
首
長
お
よ

び
議
会
が
政
策
決
定
す
る
と
い
う
代
表

民
主
制
を
補
完
し
、
よ
り
良
く
機
能
さ

せ
る
と
と
も
に
、
住
民
自
治
を
高
め
る

事業計画説明資料
ー

回 計 。 画
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こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

重
要
案
件
を
市
民
に
問
う

今
回
の
市
民
に
賛
否
を
問
う
住
民
投

票
は
、
高
萩
市
の
将
来
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
案
件
で
あ
り
、
市
民
の
意
見

を
よ
り
広
く
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
判

断
し
た
か
ら
で
す
。
今
後
、
新
日
本
加

工
紙
の
誘
致
に
反
対
の
立
場
の
方
々
や
、

誘
致
に
懸
念
を
示
さ
れ
て
い
る
方
々
と

も
話
し
合
い
を
続
け
て
、
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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’
iﾙ難鮖､鰄炉| c重油 2291 20,000
1合計 1｡54951408,495 合計 856.01 199.643

3



高萩市･十王町事務組合 歳入21E3,700万円 歳出20億3,600万円

同事務組合では、ゴミや

し尿の処理、災害や事故発

生に備えた消防や救急業務、

そして火葬斎場の管理など

を行っています。
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蕊驚 ＜特別会計＞十侶冨

多くの人に利用されている高浜運動広場の駐車場が

不足していることから、 日本国有鉄道清篁事業団の所

有地を駐車場用地として平成9年度に先行取得し、そ

の借入金の元金償還などを行いました。

収入 1,600万円支出 1,600万円
蕊 ＜特別会計＞国|詔雁韮籔躍舜蕊

国民健康保険加入者のみなさんが納めたお金と国や

市からのお金を、医療費や予防衛生費に充てました。

収入241e4,700万円支出231g6,800万円

◇加入者（年平均) 12,000人(前年度より625人憎）

◇－人当たりが納めたお金 73，587円

◇－人当たりに使ったお金 197，346円

（医療費に183，371円その他に13，975円）

蕊 <企業会計＞懲蕊蕊
ー

高萩市と北茨城市の共同事業による同企業団は、大

北川を水源に運営しています。平成14年度末では、中

郷工業団地に契約水量6,679㎡/日を配水し､今後は分

讓中の赤浜と南中郷の工業団地への配水を計画中です。

老 灘 ﾘ会計＞＜特月

受給者になると、どの健康保険に加入していても医

療費は老人保健から支払われます。自己負担を除く医

療費を健康保険、国・県・市が負担しています。

収入331g3,300万円支出33152,400万円

◇該当者（月平均) 4,720人（前年度より69人増）

◇－人当たりに使った医療黄698，467円

（入院費に314,01 1円その他に384,456円）

灘蕊蕊
f f

鵜：
議議

＜企業会計＞薑睦言撃蓄三

主な財源は、みなさんからの水道料金です。平成14

年度の給水件数は前年度と比較して76件増え11,259

件になり、水道普及率は97.3％になりました。また、

1日最大配水菫は13,020㎡に達し､家庭などで使われ

た水は1日平均10,001nｲで、中学校のプール約33杯

分に相当します。新たに設置した配水管は約1.8kmに

なりました。

1会計＞＜特月ー

昭和61年度から事業推進のため特別会計を組んで実

施してきた本事業も、平成14年度に公|責費（準公営企

業債）の返還が終了しました。平成14年度をもって当

事業の特別会計が閉鎖されました。

収入6,090万円支出6,090万円

曾

錨霧鶏議 蕊溌f■I＜特別会計＞
介護を必要としている人が各種の介護サービスを利

用する費用として充てました。介護保険は40歳以上の

人の保険料と国・県・市のお金で運営されています。

収入111g4,300万円(保険料収入51g4,200万円）

支出 111.3,500万円（介護給付の支出10158,000万円）

f： 、 "ﾐ､．#篭: 鳶 ､ "翁 ； ：l ： 。

§事業垂く企業
. :' 畠 ”， . . ,帯舞一 ､, . -蕊蕊 会計＞＝

松久保工業団地など7つの事業所に送っている工業

用水は、主に工場の冷却水や洗浄水などに使われてい

ます。 1日平均の配水臺は17,399㎡、1日の最大配水

臺は20,000rriとなっています。

霊冒霞慧議議蕊睡■<特別会計〉
13年度から継続事業で造成している「秋山三蒲霊園」

の、整備と運営のための特別会計です。

収入 1 1=9,400万円支出 1 1.7,800万円 ’
図I
■■■

工百
〆、 目 ’ 決算額

分 担 金 16億7‘ 100万円

繰越金・諸収入

組合債など
3億2，900万円

使用料及び手数料’ 1億2，300万円

国庫支出金’ 1 ，400万円

項 目 ｜ 決算額

消 防 費 8億6， 300万円

衛生費（し尿，塵芥

処理施設・斎場）
8億7， 200万円

公 債 費’ 2億3‘ 600万円
総務費など’ 6‘500万円

侍別会計

と

企業会計

国民健康保険事業や水道事業などは特

別会計と企業会計で行っています。事業

費は、国の補助金や税金、使用料、一般

会計からの繰入金などで運営しています。

云缶~---‐

収益的収支

資本的収支

収 ！ ,‘入

2億5，000万円

(料令など）

5億100万円

企業債など）

支 出

2億4， 200万円

（電気料など）

5億7，900万円

（建設費など）

＝一三二

一一 簡『 歳：# 入

収益的収支

資本的収支

6億5， 700万円

(水道料金など）

2億1 ，000万円

(企業債など）

6億2， 700万円

(維持管理費など）

4億4，400万円

工事費など）

二． 歳 出 ］

‐=～

収益的収支

資本的収支

=;： 支 出講，
1億1 ， 800万円

(維持管理費など）

一一 ’ 1 ，2oo万円

(企業債償還金など）

1億2， 800万円

(水道料金など）

二』： 収 入



平成14年度
園高萩市の

決算 団園
饗 “鷲瑞霊塞鎚

1 1 1 ：『2 ､.' 畠 ･

隷蕊識驚蕊蕊

平成14年度の一般会計・特別会計・水道事業会計などの

決算がまとまり、 9月の市議会定例会や組合議会で承認さ

れました。みなさんが納めた税金や国・県からの交付金、

補助金などがどのように使われたのか報告します。

(金額については、 「主な事業｣を除き､百万円未満を四捨五入してあります｡）
整備事業

且

性質別の支出一般会計は、高萩市の財政運営の中軸をなすものです。

市では§‘げんき、やるき、かがやきのあるまち，，を目指し

ていますが､福祉､教育､都市整備などの基本的な行政サー

ビスにかかる経費の大部分を賄うのが一般会計です。

j

I

’藷麓弓(;:瀞) ｜
人件費

23億9， 901万円

扶助費

1 3億2， 893万円

公債費

1 6億5， 401万円

雷麟認:"J
単独の普通建設事業費

9億1 ， 291万円

補助の普通建設事業費

2億3， 920万円

国県事業負担金

1億3， 873万円

災害復旧事業費

466万円

霊撰銅も群
物件費

1 1億3， 758万円

補助費等

20億4， 064万円

繰出金

1 5億3； 340万円

積立金等

7億1 ， 897万円

菫塞ＦＤ

投

そ５

■

‐

歳入 歳出

篭2項目
①市税

②：地方交付税

③国・県支出金

) |地方交付税
|国・県支出金

｜市税

ゆ
ー

咄
蕊

藤熱鰯驚灘慰

主
な
事
業
※
１
万
円
未
喜
四
捨
五
入

口社会福祉施設等整備費補助金 750万円

口児菫福祉施設等整備費補助金 1 ， 042万円

口市営住宅建設事業（花員住宅集会室建設工事等） 4， 586万円

口消防分団詰所整備事業費 2， 908万円

口河川改11多事業（玉川改修） 1億73 1万円

口都市計画道路整備事業 1億2， 556万円

口都市計画図作成事業 1 ， 480万円

口教育施設の整備事業（秋小体育館・高中管理特別教室棟改修ほか）

1億1 1 7万円

口穗積家住宅保存整備事業（1 1～14年度継続事業） 9， 775万円

口県単林道開設及び舗装事業（杉内線） 1億3， 36 1万円

口観光施設整備事業（土岳山頂避難棟・けやき平キャンプ場）

2， 601万円鱸
5

一般会計

④｜市債
⑤その他

合計に。

10億4,140万円

23億8,666万円

127億5,570万円

8．2

18 7

100.0

35億9β40万円

12億8,302万円

282

|().0

44億4,622万円 34.9

陪算額 構成比％ ｜ 項目
①|民生費

｜ 決算額 ｜構成比％
' 25億1,688万円' 208

②

③|土木費 18億717万円

④|公債費海’ 16億5,401万円

⑤|教育費 14億6,855万円’ 121
⑥|衛生費『§､ ． | 8億8,963万円’ 73
⑦晨林水産業費’ 8億2,775万円 68
⑧|消防費 ’ 6億7,264万円’ 56

９
その他

商工､議会費など）
，今、 =＋
に． ロI

総務費 ’ 18億1.271万円

4億5,870万円’ 3．8

121億二804万円'1000

15．0

14．9

13．7


